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6:'DDTr粉剤の被毒に_J:らてイ王,1土のJg虫が落下仰義す.る遅煙 と撤扮降下装置の/
底板申種類 との関係についてi殺虫剤の生物試験にかんする研兎｡第乏E報｡ 長沢純夫

(京都大学化学研究所武居跡究室)28_.1.30受理

Ⅰ.拷 ･6 1

さきに雑著(2)は,イェ,.'ェをもちいて DDT 粉剤

の-JJ.効蛇を,旭松降下袈冠によって放志しようとする

切介,この袈征の鮮少化 しうる)ti一代の大きさを兜明記

泣 した｡･そして土の極限は.底板の中央に装圧された

コサム栓のガラス板?部分にたいする比率によってお 1

むね決滋されることを推定したq末女においてのべよ

･与とすることは,,こ(?推定の試付となる街Biな実故の

鮒澱で蟻坂の柾椀や;イエ′くェの箔下仰揺する遅速にど

の班蛇の影響をおよはすかを究明 したものである｡､

本文にはいるに光だち,供託昆虫の飼育と,数伯の

言切二に尽力せられた.柴m砂田子班にあっ'(言射志を表 し

たい.なお研究班の一瓢は昭和27年姥文部省科学研究

室IL(粒食研究)の助成k.おっているO銘記して識語を

yi･する次節である｡

ⅠⅠ. 実 験 材 料

(I) 雑粉降下装置の底板O今日まで雑著がもちい

てきた機粉押下装LRの蟻掛 羊,中火に直径 5cm のゴ

ム栓をナち穴のあいた屯銭 27cmL､のガラえ板である

Lが,今回の実験には,これとさらに同一寸法の.,コ̀ム

板.1m鉛引鉄板,木板音Sよび張紙の5種板をえらんで

比は した｡,.'ム板は飴色をした琴軟な,滑らかな炎-&-

なIJJl+ろもので,.木板は杉坂を平滑にけづらてもちい

.た｡相続は長町芝.Oものを位即した｡

(2) 供試韓剤, 'GIcndonPyrophylliteを担体

とする t･,Ll'-DDT (mpll)7-r80.C)Iの10%粉剤

を供託茄剤とした｡粉剤の粘蛇は 325mesh全通の

･もので,劉法はbeムzolをも.f,いる拾解混合法(2,.によ

-つた｡

(3') 供試昆虫｡従来 記載 の イ ･'tエ MzLSCa

dom;S,'ca i,･で,737化後3乃至4HFlのものをもち

いた｡幼虫の飼育は豆院粕増益(3JによL),成虫には小

変粉の糊を餌としてあたえた｡リ .

ⅠⅠⅠ.･実験載置および方法

<R験抜放の構造および技作の大要はすで1号しろした

'1'とこ7'とおなじで{底板のみいitかえて一連の実験

をおこなった｡
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/_lV.実 験 結 果

底板のことなる5位のは粉.降 下装把において.

タ,L･'-DDT あ10%粉剤が,イL.バェ平成山をi'#下仰

吃せ しめる時rLn的超過を記録先許した紹米をしめすと

約1才壬のごとくである｡なおとれは昭和27年10JHH1

に温度約 20｡C の実験室においておこなったもの'で,

f鵬との区別はおこなわず.況合状態で銃察したが,●そ

の滋後l羊おける舗計結果ではおiむねひとしい性比を

しめした｡

rll?blel･TimeT(nlin･)-perCcntknock｣down
Y).IdataofadultsofthecommonhouscJly
(MuscaldomeslicaL･) forlo亥 ,?,J,I-Dl)T
powdcrwhichwcrcol)tai･ncdbythesettling
duJstapp.lraluseswithfivckindsofsole.
plate･ l

V..考 蕪 ＼l

l耶1炎の紡火を 151_is三の prol,it変換法によって

当身哩すると節2主脚こしめすような数値をうる｡約2炎

の各符号の志我は今日まで■しろ･してきたところと全く

串なじである｡第2碁臼こしめした中火致諮下仰卿 純 】

をみると,-その数値は,･ダラス板.証鉛引鉄板･.]pム
板.木板.張紙の暇序に大きくなE),毅軸 ;平耐な取

材を底板にもちいた装置程,そ_の小でイエバ土の成虫

ははやく仰横している｡底板の炎緬が粗雑であればあ
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ろ札 イJ･,.'･T･tとTF.常坪野をその.J･/C..比暇的r<"抑】仰
抑 していることが7･mBで.良;ろという抑1)LLに jLで光分

であって.さきに1.pA粉陣1ItJ/'ihvILの抑少化し～ろJf-i･小の

耶腔が意外に大きいとこ7,にあったことにJ;い して･
爪径 6.cmのゴム矧 こそのILIt'rqをもって行ったことは;

あながちrHJ追った推測ではなかった掛 こかんがえられ

る｡それ故∴fJr2炎の結果から,'ム板以上イエバェl羊

正常姿勢を長時間たもたしめうる,木坂.沌紙などを

Table･･2.Characteristics.:of the time-
knockdolVnregressionlines●ofーadultsof･

thecommonhotISeLly(M "seado* tlcaL.)

forthe10,oiL',P'-DDTpolVderlVhithwere
obtainedhythe､settlingdust･apparatLlSCS

Iwithかerkindsofsoleprate･

これに代印した場合.桁少化しうるFt<･中底両肌 ま,お

のづからなお若干大きなものになるかもしれない｡そ

れ執 撒榔年下衰記をできうるふぎL)桁少化してもち

いようとする切創ま.供詳良知 こ粉剤を呪 uRm l+ち

ために底版の中央にあけられたrqfLを,噴出可隠な点

まで小さくL,さらにゴム栓の様なイ_i,.'ェをして正
常姿労を比較的長時間たもたしめていることのでき7i,

詐材をさけるかまたはその上部を平滑な器材でおゝう

カiによって,ffl少化への道は一歩前進せしめることは

できるであろう｡

' vl. 摘′ 塁 ~

抱粉嘩下装斑の廃校をいろいろかえて,こ9なかで

苧 節 lLq懲

･.イ工..'ェの成出が p.Z･'-I)DT 粉剤の被御 こよって

Ii'h-1:mH･i:するirdJt虫を.しらべた納札 ガラス粉.̀荘鉛iJl

鉄粗 でム楓 木板,mlk'代の咽序に仰揺する時間はな

がくなLJ.底板の相加 ;平湘なもの程仰増しやすい｡

柑粉押下共証を桁少せL疏 うとする場合は.こう~し

た見地から㌍芳村の迅択に心すべきである｡,
1
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7. イ工,iェの成虫期tjCおける餌の種頬と DDT助剤の致落下仰革効力にたいする感

受性との関係について｡殺虫剤の生物試験にかんする研琴｡第16等臥 .長沢帖)1･(京都大

学化学研究所武居研究室)｡28.1.30受理｡

~~- Ⅰ二 措 l 雷

殺虫剤の生物試鮫川見出として,･ィ工,:ェを捌 C的

に大洗En'l背する距柑 こおいて.成虫珊 こあたえられるI
肘の在軌 ま,それらの生存口数,･許卯fltE-Jjは勿弘 aF.･I
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